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建築市長コラム、講座、屋根融雪補助
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浜
曳
山
ま
つ
り
　

主
役
は
子
ど
も
た
ち

国
指
定
・
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

『
長
浜
曳
山
ま
つ
り
』。

京
都
の
祇
園
祭
、
飛
騨
の
高
山
祭

と
並
ぶ
日
本
三
大
山
車
祭
り
の
一
つ

で
あ
り
、
満
開
の
桜
と
共
に
湖
北
に

春
を
告
げ
る
郷
土
の
誇
り
で
す
。

そ
の
歴
史
は
４
０
０
年
に
及
び
、

当
時
の
羽
柴
秀
吉
公
が
男
の
子
誕
生

を
祝
い
配
っ
た
砂
金
を
受
け
取
っ
た

町
衆
が
、
お
礼
に
山
車
を
造
り
、
長

浜
八
幡
宮
の
祭
礼
に
曳
き
ま
わ
し
た

の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
長
浜
の
歴
史
資
産
で
あ
る

こ
の
祭
り
は
、
長
浜
曳
山
祭
總
當
番

や
山
組
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
、
毎

年
・
毎
年
営
々
と
継
承
し
、
長
浜
が

誇
る
伝
統
芸
能
と
し
て
守
り
育
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

曳
山
ま
つ
り
の
最
高
の
見
ど
こ
ろ

は
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」
で
す
。「
動
く

美
術
館
」
と
も
呼
ば
れ
る
絢
爛
豪
華

な
曳
山
の
舞
台
で
、
今
年
は
、
５
歳

か
ら
12
歳
ま
で
の
男
の
子
が
、
鮮
や

か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
大
人
顔
負

け
の
歌
舞
伎
を
見
事
に
演
じ
て
く
れ

ま
し
た
。

歌
舞
伎
を
演
じ
る
子
ど
も
た
ち
は
、

３
月
の
春
休
み
か
ら
真
剣
な
稽
古
を

何
回
も
積
み
重
ね
て
く
れ
ま
し
た
。

主
役
は
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
こ
の

主
役
が
い
な
け
れ
ば
曳
山
ま
つ
り
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
大
人

が
子
ど
も
に
伝
え
ま
ち
を
つ
く
る
、

そ
ん
な
市
民
の
熱
い
思
い
が
曳
山
ま

つ
り
に
現
れ
て
い
ま
す
。
歌
舞
伎
の

練
習
を
通
じ
、
責
任
感
、
尊
敬
、
信

頼
、
努
力
や
我
慢
す
る
こ
と
の
大
切

さ
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き

ま
す
。
子
ど
も
を
育
て
、
人
を
つ
く

る
。
時
代
を
超
え
た
長
浜
の
ま
ち
づ

く
り
根
幹
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
し
ゃ
ぎ
り
の
保
存
・
伝
承

と
後
継
者
の
育
成
も
実
を
結
び
、
た

く
さ
ん
の
小
中
学
生
が
大
人
と
一
緒

に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
全
国
か
ら
大
勢
の
観
光
客

や
市
民
の
皆
さ
ん
に
曳
山
ま
つ
り
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う

し
て
、
市
民
が
支
え
る
曳
山
ま
つ
り

が
未
来
へ
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

市
で
は
滋
賀
県
に
登
録
さ
れ
た
耐

震
診
断
員
を
派
遣
し
、
市
内
の
木
造

住
宅
を
対
象
に
無
料
の
た
い
し
ん
診

断
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

市
内
の
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
も
の

②
延
べ
面
積
の
過
半
の
部
分
が
住
宅

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の

③
階
数
が
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積

300
㎡
以
下
の
も
の

④
木
造
軸
組
工
法
の
も
の
（
枠
組
壁

工
法
、
丸
太
組
工
法
等
で
は
な
い

も
の
）

■
対
象
者

対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
す
る
人

■
た
い
し
ん
診
断
の
内
容

「
滋
賀
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
て
、
県
に
登

録
し
て
い
る
耐
震
診
断
員
が
、
主
に

目
視
で
診
断
し
ま
す
。

■
予
定
棟
数

40
棟
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

５
月
10
日（
木
）〜
７
月
10
日（
火
）

■
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
付
近
見
取
図
お
よ
び
建
築

物
の
建
設
時
期
・
延
べ
面
積
の
わ
か

る
書
類
を
添
え
て
開
発
建
築
指
導
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

建
築
物
の
建
築
時
期
・
延
べ
面
積
の

わ
か
る
書
類

・
確
認
通
知
書

・
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書

・
建
物
の
登
記
簿
　
な
ど

※
い
ず
れ
か
の
写
し

※
申
込
用
紙
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
次
ま
で
。

木
造
住
宅
の

無
料
た
い
し
ん
診
断
を
行
い
ま
す

〜
長
浜
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣
事
業
〜

■問
開
発
建
築
指
導
課

建
築
指
導
グ
ル
ー
プ

（
7
６
５
―
６
５
４
３)

木造住宅の耐震改修等工事補助
たいしん診断の結果、倒壊の可能性が高いとされた木

造住宅の耐震改修工事と耐震工事と併せて行われる地震
災害時の一助になるバリアフリー改修工事に対しその費
用を一部補助します。
■対象となる木造住宅

市内の次のすべての要件を満たす住宅
①たいしん診断の結果、総合評点が0.7未満とされたもの
②上記のたいしん診断の対象となるもの

■対象者
対象となる住宅を所有し、次の要件を満たす人
①市税等の滞納がない人
②対象工事について、国・県・市の他の制度による補
助を受けていない人

■申込期間
５月10日（木）から11月12日（月）まで
（事業予算内で先着順）
■申込方法

着工前に申込みください。申込時に設計図・見積書
の提出が必要ですので、必ず事前に相談ください。

■設計者・施工者
滋賀県が開催する講習会を修了し、滋賀県講習会修

了者名簿に登録されている設計者・施工者に依頼する
必要があります。

民間建築物アスベスト
含有分析調査補助

アスベストを含有する民間建築物の把握とその除去を
促進し、市民の生活環境の保全を図るため、市内の既存
建築物に施工されている吹き付け建材のアスベスト含有
分析調査の費用を助成します。
■制度を利用できる条件
＜対象となる建築物＞
○吹付け建材が施工されていることが確認され、アスベ
スト含有の恐れのあるもの

○確認済証の交付を受けて建築されたもの
○当面解体（除去）、増築、改築する予定のないもの
○アスベスト含有調査に関して、他の国庫補助金等を受
けていないもの

＜補助対象者＞
○対象建築物の所有者または管理者若しくは組合の代表者
○市税等の滞納がない人
○補助金の交付決定後に吹き付け建材のアスベスト含有
分析調査（６種）を行い，補助事業実績報告書等を提
出することができる人

■補助金の交付額
アスベスト含有分析調査のため、分析機関に支払う経

費（消費税除く）。（１棟あたり25万円を限度とします。）
■申込期間
５月10日（木）～12月10日（月）
（事業予算内で先着順）

■問開発建築指導課建築指導グループ（7６５―６５４３)

通常の活字が読めない・読みにくい人に、音声で情報を伝えるのが「音訳
おんやく

」です。
この講座では初心者を対象に、音訳の基礎を専門の講師から学びます。修了者は長浜市立図書館の｢音

訳ボランティア」として、身近な生活情報や郷土資料等の録音図書の制作、対面朗読などを行っていただ
きます。
【日　程】６月22日～９月７日の金曜日（８月10日・17日を除く、全10回）13時30分～15時30分
【ところ】長浜図書館 視聴覚室（朝日町）
【定　員】20人（市内在住・原則全10回出席できる人）※初めての人を優先します。経験者は相談ください。
【講　師】後藤　緑　氏（視覚障害者生活情報センターぎふ）
【申込方法】５月11日（金）～31日（木）に市内の６図書館のカウンターか、電話で申込みください。定員

になり次第、受付を終了します。

平成24年度音訳ボランティア養成講座(初級)を募集します

【対象者】旧浅井町上草野地域、旧木之本町杉野・高時地域、旧余呉町・旧西浅井町に居住している人
【対象費用】屋根融雪装置※の設置費用　※屋根融雪装置：熱エネルギーを利用し、屋根の雪を溶かす装置

（単に地下水等を汲み上げて雪を溶かす装置は含まない。）
【補助額】対象費用の５分の１以内（上限は30万円）※１家屋に対して１回限り
【申込方法】５月７日（月）～７月６日（金）に北部振興局地域振興課または浅井、余呉、西浅井の各支所

地域振興課の窓口にて申請してください。

■問長浜図書館（7６３－２１２２）

■問北部振興局地域振興課（7８２－５９００）

屋根融雪設備の設置に補助をします
お住まいの家屋の屋根に融雪設備を設置する場合の費用に対して補助します。

▲大勢の観衆の中、見事に演じられた子ど
も歌舞伎＜長浜八幡宮＞


